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代替弾力性の幾何表現 若林(1980)への覚書*
山 本 賢 司
本稿では,生産関数にたいして定義される代替弾力性の幾何表現を追記
する。
若林(1980)は,1生産物 ・2生産要素モデルの生産関数について代替
弾力性の幾何表現を与えている。これを補完する意味で,本稿は生産関数
と双対関係をもつ費用関数によって代替弾力性に幾何表現を与えることを
意図している。
1t
代 替の弾力 性(elasticityofsubstitution:σ)
は,ヒ ックス が1932年に定義 して以来,経 済分
析 の主要 な概念 の1つ であ る。 もっ とも単純 な
1生 産物( .y)・2生産 要 素(κ1,κ2)の想 定 の
下 では,(1)式で定義 される。
若林(1980)による記述とその意味
ここで,生 産関数y=f(κ1,x2)は,2要素につ
いて狭義の増加関数であ り,1次 同次であると
し,吻 は要素 錫の市場価格 を表す もの とする。
完全競争市場では,企業の利潤最大化条件 は,
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生産物の供給量について費用最小化条件 をも満たしている。よって,要 素価格
比(Wl/w2)と技術的限界代替率(RTS=乃、施;但 し,fiは要素i(i=1,2)の
限界生産物 を示す)は 互いに等 しい。
2.生 産関数 からのア プローチ
若林(1980)は,(1)式で定義 される代替の弾力性 に幾何的な表現を与えてい
る。本節では,彼 の図1を 再掲 し,生産関数か らのアプローチを説明する。先
ず,図1の 曲線ノ.(X-Z,X2)=夕は任意の等量曲線を示 している。点Pを 当初の
生産点,点Qを,要 素価格比Wl/w2が上昇 した後の生産点 としよう。
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す ると,点P,Qへ のそれぞれの接線RS,LM,更 にRSに 平行で点Mを
通る線分M7Vを引 くことがで きる。よって,比CQ/BCは(1)式の うちの要素価
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格 比 の上昇 率 △(w1/ω2)/(w1/w2)を表 してい る。 また,比DQ/CQは 要素投
入比 率の変化 率 △(X2/Xl)/(x2/κ1)を示す 。従 って,(1)式によって
(2)σ一書審 ・芸男
が得 られる。
幾何的には,点Cが 点Dよ り上に位置すれば σ>1,下に位置すれば σ<1,
一致すれば σ=1となる。 これによって,た とえば σ>1ならば,要 素価格比
率(zo1/w2)が1%上昇すると,要 素投入比率(κ2/κ1)は1%を上回って上
昇する。相対的に安価 となる第2要 素への代替が進むため,第1要 素の第2要
素にたいする所得分配比率が低下することになる。
3.費 用関数 からのア プローチ
本節では,生産関数 と双対関係 にある(最小)費用関数を用いて,若林(1980)
の幾何 表現 を導 く。費用関数o(w1,w2;Y)は,所与 の生産量 .yを競争価格
Wl,w2の下で実現す るときの最小費用を示す。この関数 は,Wl,w2について
(i)非減少関数であり,(li)1次同 関数であ り,㈹凹関数である。最後の凹関数
の性質によって,要 素価格フロンテ ィア
(3){(wヱ,w2)lo(Wl,w2;ッ)=∂}
は原点 に対 して凸 とな る(例 えば,奥 野 ・鈴村(1985),97-100ペー ジ参照)。
図2の 曲線 は,要 素価 格 フロ ンテ ィアを示 している。
要素価格 フロンティアの傾 きの絶対値は,
(4)一舞 一諾
に等 し く,(最小 費用 での)要 素投入比 率 を示 す。 よって,図2で の点Pを 当
初 の要 素価 格(Wl,z〃2),点Qを変化 後の要素価 格(w1',w2ノ)とす る と,接 線
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tと1'の傾 きの絶対値がそれぞれ要素投入比率を示す。
次に,図3を 用いて,(1)式の弾力性 を導 くことにしよう。要素価格比の変化
率は
(5)
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と表される。他方,要 素投入比率の変化率 △(X2/X1)/(κ2/x1)は
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と示 される。 よって,
(7)
D%AC
σ==
%
CQ
むADDQ
を得る。 この(7)式は,生 産関数から導かれた若林(1980)の(2)式に対応する,
費用関数からの幾何表現である。
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